
2003 年度 委員会活動成果報告 
（2004 年 2 月 5 日作成） 

委員会名 インターネット WG 主 査 名：久田嘉章 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

災害委員会 委員長名：小谷俊介 

設 置 期 間   2003 年 ４月   ～  2004 年 ３月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 

災害発生時にメールやホームページを用いて速やかな情報収集・提供を行い、さ

らに平常時には災害委員会・委員など関係者間の連絡網の整備を行いことを目

的とする。委員は主査と、各支部から代表者１名づつから成る。 
 

委員構成 
（委員名（所属）） 

WG 主査：久田嘉章（工学院大）、北海道支部：高井伸雄（北海道大）、 
東北支部：佐藤 健（東北大）、関東支部：山村一繁（東京都立大）、 
東海支部：川口 淳（三重大）、北陸支部：田村修次（信州大）、 
近畿支部：吹田啓一郎（京都大）、中国支部：神野達夫（広島大）、 
四国支部：中田慎介（高知工科大）、九州支部：高山峯夫（福岡大） 

設置 WG 
（WG 名：目的） なし 

2003 年度予算     ０ 円 

 
項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

2003 年９月６日（土）に名古屋大学にて WG を開催（１０名参加）し、各支部の

活動内容の紹介や今後の方針の確認、情報交換を行った。ホームページは以下の

サイトで公開されている：http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/Saigai/ 

（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 

得られた成果 

・本年度発生した以下の地震に関してホームページを立ち上げ、情報を収集する

とともに学会員に対する情報提供サービスを行った： 2003 年 5 月 1 日トルコ

東部の地震（久田担当）、2003 年 5 月 22 日アルジェリア北部の地震（高井担当）、

2003 年 5 月 26 日 宮城県沖地震、及び、2003 年 7 月 26 日 宮城県北部地震（佐

藤担当）、2003 年 9 月 26 日十勝沖地震（山村担当）、2003 年 12 月 26 日イラン・

バム地震（山村担当）。 

・各支部から情報発信を行い、また連絡網を整備するために、各支部の災害委員

会 HP やメーリングリストを立ち上げている（2003 年度現在、で、関東支部・

近畿支部・東北支部、東海支部が起動）。 

・本 WG によって各支部間の交流やサポート体制が促進され、東北支部が担当し

た 5 月 26 日 宮城県沖地震と 2003 年 7 月 26 日 宮城県北部地震や、北海道支

部の担当した 2003 年 9 月 26 日十勝沖地震、本部が担当した 2003 年 12 月 26

日イラン・バム地震の際に速やかな連絡が行われ、調査団派遣など災害調査に

関する情報公開が行われた。 
（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 

目標はほぼ達成した 

その他評価すべき 
事項 

2003 年日本建築学会大会・災害部門研究パネルディスカッション 

｢学会本部と各支部の災害直後対応｣にて、｢学会ウェブによる情報提供 ― 災害

委員会インターネット WG の活動 ―｣（久田）を発表した。 

 


